
№ 303  2025 年 7 月発行 

 
 
 

 
                                      

        
 

 
 

 

 

         

  

 

                  

 

       

                  

   

         

 

   

               

  

                 

                              

い
げ 

       

東日本旅客鉄道労働組合 

〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷 5－24－1 

          JR 代々木総合事務所５F 

Tel. 03—5315-0941（代） 

発行責任者 奥 山 光 昭 

 
 

  

ニュース

ＪＲ東労組

本部ＯＢ会

「緑の風」ＪＲＥＵ  ＴＩＭＥＳ  ＯＢ版（ＯＢ会 ニュース  No303 ） 

 
 
 
 
 
 
 
          
 

 

 

 

 

が
あ
り
ま
し
た
。 

来
賓
の
徳
野
書
記
長
か
ら
は
、
本
部
大
会
で

も
報
告
さ
れ
た
、
水
戸
の
組
合
員
か
ら
で
て
い

る
「
職
場
に
不
満
・
不
安
が
渦
巻
い
て
い
る
今

が
組
織
拡
大
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
の
声
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

懇
親
会
は
、
小
川
執
行
委
員
の
手
作
り
の
つ

ま
み
で
、
お
酒
も
進
み
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

     
 

  

６
月
20
日
、
地
本
会
議
室
で
第
26
回
定
期

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
６
名
の
物
故
者

に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。 

総
会
は
、
会
長
が
療
養
中
で
欠
席
の
た
め
、

穂
坂
副
会
長
が
代
理
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

質
疑
は
、
Ｏ
Ｂ
会
も
Ａ
さ
ん
を
し
っ
か
り
支

え
よ
う(

特
別
決
議
を
採
択)

。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で

事
故
が
多
発
、
本
部
は
原
因
究
明
を
。
脱
退
し

た
人
を
戻
す
取
り
組
み
を
。
み
ん
な
高
齢
に
な

っ
て
い
る
、
健
康
に
留
意
し
て
頑
張
ろ
う
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
松
フ
ァ
ー
ム
の
朝
ど
れ
新
鮮
野
菜
で
一

杯
！
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

       

６
月
22
日
、
千
葉
市
民
会
館
で
第
28
回
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
中
曽
根
委
員
長
か
ら
、
会
社
か
ら
新

た
な
提
案
が
さ
れ
る
中
、
組
織
拡
大
を
実
現
し

た
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
か
ら
「
今
、
東
労
組
加
入 

                

 

地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、
猛
暑
日
が
続
く
６

月
・
７
月
、
秋
田
地
本
を
皮
切
り
に
各
地
方
本
部

の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

暑
さ
対
策
を
万
全
に
各
会
場
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
健
康
寿
命
が
確
実
に
伸
び
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
懇
親
会
で
の
仲
間
と
の
会
話
を

思
い
出
し
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

各
総
会
で
は
、
地
本
の
代
表
か
ら
、
Ｇ
Ｗ
明
け

に
会
社
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル

ー
プ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た
新
た
な
組
織

と
働
き
方
に
つ
い
て
」
に
対
し
、
危
惧
す
る
点

と
、
東
労
組
の
基
本
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
。
さ
ら

に
、
被
害
者
が
加
害
者
に
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本

武
蔵
小
金
井
駅
暴
行
事
件
」
を
許
さ
ず
、
健
全
な

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
を
創
り
出
す
た
め
に
Ａ
さ
ん

と
と
も
に
た
た
か
う
力
強
い
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
Ｏ
Ｂ
会
も
課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。 

 

各
総
会
で
は
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
定
期
総
会
で
確

認
し
た
、
今
後
の
「
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
発
送
回

数
変
更
に
伴
い
、
会
員
と
の
連
携
を
緻
密
に
進

め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
一
致
さ
せ
ま
し
た
。 

 
盛
岡
・
千
葉
・
長
野
の
総
会
で
は
県
退
連
の
代

表
か
ら
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
千

葉
・
長
野
の
自
治
労
出
身
の
代
表
か
ら
は
、
参
議

院
選
挙
比
例
区
、「
岸
ま
き
子
」
の
応
援
に
対
す

る
お
礼
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。
終
了
後
は

各
地
本
、
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
懇
親
を
深
め
、
来

年
の
再
会
を
誓
い
ま
し
た
。 

  
 

６
月
６
日
、
地
本
会
議
室
で
第
29
回
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
11
名
の
物
故
者
に

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。 

 

質
疑
で
は
、
森
び
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り

組
み(

サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
で
の
放
映
を
地

域
に
拡
大)

と
加
入
の
呼
び
か
け
。
少
数
で
も
Ｏ

Ｂ
会
組
織
を
残
す
こ
と
は
大
切
。
花
岡
研
修
の

再
開
、
知
事
選
で
現
役
と
取
り
組
ん
だ
。
そ
ば
打

ち
体
験
ツ
ア
ー
で
交
流
、
会
社
の
施
策
に
危
機 

   

  
 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 

長 

穂
坂 

 

清 

駅
連
合 

副
会
長 

平
井 

博
明 

大
月
保
技
セ 

副
会
長 

菊
池 

 

茂 

三
鷹
保
技
セ 

副
会
長 

田
村 

俊
夫 

豊
田
車
セ 

事
務
局
長 

安
喰 

俊
一 

駅
連
合 

事
務
局
次
長 

村
田 

一
仁 

三
鷹
車
セ 

                   

感
を
持
つ
、
将
来
像
が
描
け
る
会
社
の
実
現
。

再
加
入
の
取
り
組
み
を
現
役
と
と
も
に
進
め

る
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

懇
親
会
は
、
仕
出
し
弁
当
と
そ
れ
ぞ
れ
の
会

員
が
持
ち
寄
っ
た
山
菜
な
ど
を
つ
ま
み
に
交

流
を
深
め
ま
し
た
。 

       

 

６
月
７
日
、
大
宮
総
合
車
セ
で
第
26
回
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
、 

 

来
賓
の
唐
紙
書
記
長
は
、
18
春
闘
以
降
の

不
当
労
働
行
為
に
対
す
る
た
た
か
い
、
今
後
の

会
社
施
策
に
対
す
る
た
た
か
い
と
組
織
拡
大

の
前
進
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

質
疑
で
は
、
エ
ル
ダ
ー
希
望
を
無
視
す
る
会

社
姿
勢
、
エ
ル
ダ
ー
先
の
労
働
条
件
が
悪
い
。

現
役
と
那
須
市
議
会
選
挙
、
平
和
実
現
の
た
め

の
小
山
市
民
集
会
へ
の
参
加
。
レ
ク
、
森
び
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参

加
な
ど
の
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

レ
ク
や
森
び
と
の
思
い
出
、
会
社
に
対
す
る

怒
り
を
肴
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

       

  
６
月
19
日
、
移
転
し
た
新
し
い
地
本
事
務

所
で
第
18
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

岩
橋
会
長
か
ら
「
地
本
Ｏ
Ｂ
会
再
建
以
降
、

取
り
組
み
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
会
員
と
の
連

携
は
し
っ
か
り
図
っ
て
い
く
」
と
の
あ
い
さ
つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 

長 

岩
橋 

 

孝 

副
会
長 

池
田 

勝
弘 

副
会
長 

佐
藤 

公
正 

事
務
局
長 

羽
鳥 

 

猛 
      

小川執行委員の手作り料理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 

長 

藤
島 

 

稔 

能
代
支
部 

副
会
長 

大
高 

英
樹 

横
手
支
部 

副
会
長 

本
間 

忠
雄 

中
央
支
部 

副
会
長 

戸
松 

金
治 

能
代
支
部 

事
務
局
長 

前
田 

隆
志 

中
央
支
部 

                  

 

 

 

 

会 

長 

福
田 

博
之 

浦
和
支
部 

副
会
長 

相
澤
志
津
雄 

宮
総
支
部 

副
会
長 

佐
藤 

正
夫 

大
宮
支
部 

副
会
長 

今
井 

雅
仁 

浦
和
支
部 

副
会
長 

加
賀 

春
吾 

宇
都
宮
支
部 

副
会
長 

廣
木 

 

茂 

大
宮
支
部 

事
務
局
長 

三
角 

一
典 

宇
都
宮
支
部 

                    

秋
田 

東
労
組
活
動
を
地
域
に
拡
大
！ 

大
宮 

エ
ル
ダ
ー
の
労
働
条
件
改
善
が
必
要
！ 

水
戸 

職
場
に
は
、
不
満
・
不
安
が
渦
巻
い
て
い
る 

組
織
拡
大
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
！ 

千
葉 

「今
、
東
労
組
加
入
を
実
現
し
な
け
れ
ば
、
東

労
組
は
終
わ
り
」エ
ル
ダ
ー
の
檄
に
発
奮
！ 

八
王
子 

丹
澤
会
長
か
ら
穂
坂
新
会
長
に
！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                   

 

         

        

                               

善
財
会
長 
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を
実
現
し
な
け
れ
ば
、
東
労
組
は
終
わ
り
」
と
、

檄
を
飛
ば
さ
れ
、
現
役
は
奮
闘
し
て
い
る
報
告

が
あ
り
参
加
者
で
共
有
し
ま
し
た
。 

 

26
回
継
続
し
て
い
る
「
花
嫁
街
道
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
高
齢
者
医
療
の
学
習
要
請
な
ど
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
奥

山
会
長
が
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
現
状
と
Ｏ
Ｂ
会
の

課
題
」
と
題
し
て
問
題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。 

 

退
連
の
代
表
も
参
加
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
見

え
る
21
Ｆ
の
居
酒
屋
で
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

    

６
月
25
日
、
地
本
会
議
室
で
第
29
回
定
期

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
物
故
者
に
黙
と

う
を
捧
げ
、
身
内
の
不
幸
で
欠
席
し
た
会
長
に

代
わ
り
庭
田
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

地
本
高
橋
副
委
員
長
は
、
組
織
拡
大
の
５
名

は
４
名
が
工
務
職
場
、
地
交
線
を
守
る
た
た
か

い
と
し
て
、
大
船
渡
線
１
０
０
年
の
イ
ベ
ン
ト

を
取
り
組
む
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

 

質
疑
で
は
、
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
を
会
員
に
手

渡
し
、
会
費
お
願
い
。
３
回
の
レ
ク
に
１
５
０

名
が
参
加
。
ニ
ュ
ー
ス
の
手
渡
し
、
18
市
町
村

に
及
ん
だ
、
手
渡
し
の
取
り
組
み
を
役
員
か
ら

会
員
に
も
拡
大
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

地
本
・
支
部
の
担
当
者
を
含
め
、
情
報
手
渡

し
の
苦
労
話
を
肴
に
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

   

     

 

７
月
６
日
、
市
内
北
中
公
民
館
で
第
28
回
定 

        

北
海
道 

 
 勝

部 

け
ん
じ 

立
憲 

岩
手
県 

 
 横

沢 

高
徳 

 

立
憲 

秋
田
県 

 
 寺

田  
 

静 
 

無
所
属 

宮
城
県 

 
 石

垣 

の
り
こ 

立
憲 

山
形
県 

 
 芳

賀 

道
也 

 

無
所
属 

福
島
県 

 
 石

原 

洋
三
郎 

立
憲 

茨
城
県 

 
 
 

 

小
沼 

 
 

巧 
 

立
憲 

栃
木
県 

 
 板

津 

由
華 

 

立
憲 

埼
玉
県 

 
 熊

谷 

裕
人 

 

立
憲 

神
奈
川
県 

 
 牧

山 

ひ
ろ
え 

立
憲 

長
野
県 

 
 羽

田 

次
郎 

 

立
憲 

愛
知
県 

 
 田

島 
麻
衣
子 

立
憲 

 

比
例
代
表 岸 

  

ま
き
子 
立
憲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                                  

 
 

   

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

近
藤
会
長
か
ら
「
会
員
も
高
齢
化
が
進
む
。

今
後
10
年
間
会
員
は
入
っ
て
こ
な
い
が
、
今

出
来
る
こ
と
を
し
っ
か
り
や
ろ
う
」
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

質
疑
で
は
、
大
宮
か
ら
佐
久
に
移
住
し
、
長

野
地
本
Ｏ
Ｂ
会
に
加
入
し
た
仲
間
か
ら
自
己

紹
介
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地

本
Ｏ
Ｂ
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
、
具
体
策

な
ど
を
求
め
る
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

退
連
の
代
表
も
参
加
し
た
懇
親
会
で
は
、
朝

ど
れ
の
野
菜
な
ど
を
つ
ま
み
に
、
お
酒
を
酌
み

交
わ
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

        

 

７
月
15
日
、
地
本
会
議
室
で
第
29
回
定
期

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
鈴
木
会
長
か
ら
、
年

内
を
目
途
に
会
津
若
松
支
部
Ｏ
Ｂ
会
を
結
成

す
る
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
湯
ノ
目
書
記
長
か
ら
、
新
幹
線
の
分

離
、
Ｅ
８
系
の
車
両
故
障
な
ど
、
会
社
の
安
全

に
対
す
る
姿
勢
を
正
す
取
り
組
み
な
ど
が
話

さ
れ
ま
し
た
。 

 

質
疑
で
は
、
多
発
す
る
事
故
の
遠
因
に
は
経

営
体
質
が
あ
る
の
で
は
。
話
を
聞
い
て
や
る
こ

と
し
か
出
来
な
い
が
、
現
役
を
支
え
る
。
情
報

の
手
渡
し
、
会
費
の
手
集
め
。
エ
ル
ダ
ー
組
合

員
が
中
心
に
、
若
手
社
員
・
未
加
入
者
と
の
交

流
・
飲
み
会
実
施 

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
場
所
を
移
し
て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

                           

 
    

Ｊ
Ｒ
東
労
組
中
央
本
部
は
６
月
11
日
～
12
日
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
小
ホ
ー
ル
で
、
第
44
回
定
期
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

初
日
に
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
テ
ー
マ
に
集
中
討
議
を

行
い
、
傍
聴
者
か
ら
の
発
言
も
受
け
ま
し
た
。
分
会
・
支

部
・
地
本
・
バ
ス
・
部
会
の
苦
闘
を
学
び
合
い
、
昨
年
大

会
以
降
の
46
名
の
拡
大
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
取
り
組

み
の
諸
教
訓
を
全
体
化
し
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
、
初
日
に
引
き
続
き
「
組
織
強
化
・
拡
大
」

「
安
全
問
題
」「
経
営
姿
勢
」「
新
た
な
会
社
施
策
」「
ロ
ー

カ
ル
線
」「
平
和
の
取
り
組
み
」
な
ど
、
初
日
と
合
わ
せ
計

38
名
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
社
提
案
を
受
け
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
行
く
末
へ
の
不

安
、
特
に
安
全
を
危
惧
す
る
組
合
員
、
社
員
の
声
な
ど
が

報
告
さ
れ
「
要
求
実
現
と
組
織
拡
大
は
両
輪
」
を
合
言
葉

に
た
た
か
い
を
創
り
出
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

ま
た
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
武
蔵
小
金
井
駅
暴
行
事
件
」
を
許

さ
ず
、
Ａ
さ
ん
と
と
も
に
、
健
全
な
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
を

創
り
出
す
こ
と
、
さ
ら
に
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
会
社
に

よ
る
不
当
労
働
行
為
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
に
向
け
た
た

た
か
い
を
強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

次
期
体
制
は
、
引
き
続
き
加
藤
執
行
委
員
長
、
高
橋
書

記
長
と
な
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
総
括
は
佐
藤
副
委
員
長
で
、

担
当
は
清
水
組
織
・
研
修
担
当
部
長
で
す
。
一
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

詳
細
は
「
緑
の
風
」
６
月
号
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

                                        

第
44
回
定
期
大
会
開
催
！ 

初
日
、
組
織
拡
大
集
中
討
議
！ 

「要
求
実
現
と
組
織
拡
大
は
両
輪
」 

第２７回参議院選挙 

会 

長 

新
発
田
正
利 

副
会
長 

石
井 

俊
郎 

副
会
長 

萩
野 

光
男 

事

務

局

長 

川
又 

吉
正 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 
長 

近
藤
愛
一
郎 

長
野
地
区 

副
会
長 

轟 
 

正
好 

長
野
地
区 

副
会
長 
内
藤 

貴
之 

佐
久
地
区 

副
会
長 
田
上 

憲
由 

松
本
地
区 

副
会
長 
中
山 

市
朗 

諏
訪
地
区 

事
務
局
長 

上
原 

 

隆 

諏
訪
地
区 

 
                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 

長 

山
白 

義
明 

八
戸
支
部 

副
会
長 

木
村 

 

剛 

青
森
支
部 

副
会
長 

庭
田 

 

豊 

八
戸
支
部 

副
会
長 

鳴
海 

 

忠 

盛
岡
支
部 

副
会
長 

東
館 

清
美 

釜
石
支
部 

副
会
長 

鈴
木 

道
弥 

一
関
支
部 

事
務
局
長 

関 
 

知
巳 

盛
岡
支
部 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訂
正
と
お
詫
び 

前
号(

３
０
２
号)

裏
面 

参
議
院
選
挙 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
推
薦
・
応
援
候
補
者 

・
宮
城
県 

芳
賀
道
也
は
、
山
形
県 

・
宮
城
県 

石
原
洋
二
郎
は
、
福
島
県
が
正
当
で
す
。 

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

         

今
後
の
予
定 

 
 

 
 

９
条
連
結
成
30
周
年
記
念
集
会 

・
日 

時 

８
月
23

日 

13

時
～ 

・
場 

所 

滝
野
川
会
館 

日
本
退
職
者
連
合 

２
０
２
５ 

高
齢
者
集
会 

・
日 

時 

９
月
18

日 

13

時
～
15

時
50

分 

・
場 

所 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 惜
敗 

 惜
敗 

盛
岡 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
を
手
渡
し
、 

会
員
と
の
関
係
を
密
に
！ 

長
野 

今
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
や
ろ
う
！ 

仙
台 

会
津
若
松
支
部
Ｏ
Ｂ
会 

結
成
に
向
け
ス
タ
ー
ト
！ 

 

第
27
回
参
議
院
選
挙
が
、
７
月
20
日
投
開
票
で
実
施
さ

れ
、
自
・
公
与
党
が
過
半
数
割
れ
と
な
り
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
推
薦
・
応
援
の
候
補
者
、
10

人
が
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
、
応
援
し
て
い
た

だ
い
た
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

与
党
を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込
み
ま
し
た
が
、
差
別
・
排

外
主
義
的
な
考
え
の
参
政
党
の
議
席
増
を
許
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
参
政
党
の
神
谷
代
表
は
「
太
平
洋
戦
争
」
を
、
侵

略
戦
争
を
正
当
化
す
る
「
大
東
亜
戦
争
」
と
言
い
、
次
の
衆

議
院
選
挙
で
与
党
入
り
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
へ

の
道
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
危
険
な
時

代
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

 

平
和
な
社
会
実
現
の
た
め
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 

長 

鈴
木 

 

巌 

仙
台
支
部 

副
会
長 

早
坂 

一
雄 

新
庄
支
部 

副
会
長 

南
出 

浩
行 

仙
総
支
部 

副
会
長 

服
部 

 

誠 

福
島
支
部 

事

務

局

長 

國
分 

昌
武 

仙
台
支
部 

                     

惜
敗 


